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＜患者様連絡事項＞

・小坂　君子様～本日11:30より、4/1（日）15:30までの日程で、御家族付き添いにて外泊へ行かれています。帰院時には服薬管理・睡眠状況をはじめとする外泊状況、疲労感の有無について本人・ご家族より確認していきましょう。

＜ナイトプログラム移行期進行状況報告＞

　3/17（土）より月・水・金曜日は患者様全員、火曜日は全体ミーティング、木・土・日曜日は小グループとしてナイトプログラムを実施しています。現在はスタッフも入り進めていますが、いずれは患者様主体で進めていけるように関わっていく事となっています。また、コスト削減、情報共有を行いやすいという利点から、報告書を所定のフォルダに入力・保存する事としています。

（小グループ化による評価）

・グループ内での患者様同士のコミュニケーションがよくとれている。

・開始時間前から声を掛け合い準備しているグループがある。

・実施内容が画一化されはじめている。

※ナイトプログラム実施内容の情報共有方法について意見交換しています。

・ミーティングの内容が次回のミーティングにきちんと反映されていない。

　　→患者様からの要望等の報告の仕方を整える必要があると思う。（例：朝の申し送りだけでなく随時GOMに報告し、前週の要望に対する回答をできるようGOMへの確認も行う。）

　

・ナイトプログラムの内容評価・検討をカンファレンス内で定期的に実施した

ほうが良いのではないか。（週1回程度、少なくとも月1回）

→GOMへ報告し検討して頂く。

・毎朝の申し送り内容及び方法の検討

→実施した準夜のスタッフから深夜スタッフへの申し送りも行った方が良いのではないか。（現在実施状況を把握しないまま、朝に申し送っている。）

小グループ化による対人交流能力へのアプローチは進めやすくなっていると思われます。プログラムの内容に関しては患者様の治療目標が達成できるよう検討していきましょう。また、内容評価・検討と情報共有の充実を図っていくようにしましょう。

スタッフ側はナイトプログラムの目的（意義）を周知し、単に「楽しかった。」という患者様の反応に満足するのではなく、治療の一環であるという意識を持って関わっていくようにしましょう。

以上の検討事項を踏まえ、来年度の課題としていく事としています。


































